
 

 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 高島
た か し ま

っ子
こ

の約束
や く そ く

 

 

 
 

 

 

 

 



 

 

１ 朝
あさ

，登校
とうこう

したら 

（１）ランドセルの中身
な か み

を机
つくえ

の引
ひ

き出
だ

しに入
い

れます。 

（２）ランドセルやバッグは，後
うし

ろの棚
たな

に入
い

れます。連絡帳
れんらくちょう

と宿題
しゅくだい

を出
だ

します。 

（３）トイレをすませて，朝
あさ

の活動
かつどう

（読書
どくしょ

タイムやチャレンジタイム等
など

）の準備
じゅんび

をします。 

 

２ 机
つくえ

の引
ひ

き出
だ

しには 

（１）次
つぎ

のものは必
かなら

ず入
い

れておきます。 

  クーピー（色
いろ

えんぴつ）・のり・クレパス・三角
さんかく

定規
じょうぎ

（２年生
ねんせい

以上
いじょう

）・分度器
ぶ ん ど き

（３年生以上
いじょう

）  

（２）引
ひ

き出
だ

しは，左
さ

右
ゆう

で「持
も

ち帰
かえ

る物
もの

」と「置
お

いておく物
もの

」とに分
わ

けて入
い

れます。 

（３）はさみやコンパス等
など

（彫刻
ちょうこく

刀
とう

や裁縫
さいほう

道具
どうぐ

）は先生
せんせい

にあずけます。 

 

３ ノートの使
つか

い方
かた

は 

（１） ノートには，「日
ひ

付
づけ

」を必
かなら

ず書
か

きます。 

（２） 「めあて」は赤
あか

で，「まとめ」は青
あお

でかこみます。 

（３） 線
せん

を引
ひ

くときは，定
じょう

規
ぎ

を使
つか

います。 

（４） 下
した

敷
じ

きを必
かなら

ず使
つか

います。 

 

４ 授業
じゅぎょう

の前
まえ

と後
あと

に 

（１）授
じゅ

業
ぎょう

の前
まえ

には，必
かなら

ず教
きょう

科
か

書
しょ

・ノート・筆記
ひっき

用具
ようぐ

を机
つくえ

の上
うえ

に準
じゅん

備
び

します。 

（２）授
じゅ

業
ぎょう

が終
お

わったら，次
つぎ

の時
じ

間
かん

の準
じゅん

備
び

をして休
やす

み時
じ

間
かん

に入
はい

ります。 

（３）移動
い ど う

教室
きょうしつ

の場合
ば あ い

は早目
は や め

に移動
い ど う

し，始
はじ

まりの時刻
じこく

には授業
じゅぎょう

が始
はじ

められるようにします。 

（４）廊下
ろうか

は「はさみ歩
ある

き（は…走
はし

らない さ…さわがない み…右側
みぎがわ

を歩
ある

く）」です。 

 

 

 

学校
がっこう

でしっかり学習
がくしゅう

するためのきまりです。よく読
よ

んで，毎日
まいにち

の学習
がくしゅう

に生
い

かしましょう。 



５ 発表
はっぴょう

は 

（１）手
て

をまっすぐ伸
の

ばして挙
あ

げます。 

（２）指
し

名
めい

をされたら，「はい」と返
へん

事
じ

をして立
た

ちます。 

（３）聞
き

いている人
ひと

の方
ほう

を向
む

き，自
じ

分
ぶん

に注
ちゅう

目
もく

しているか確
たし

かめてから話
はな

します。 

（４）話
はなし

を聞
き

くときは，話
はな

している人
ひと

に体
からだ

ごと向
む

きをかえて，相
あい

手
て

の顔
かお

を見
み

て聞
き

きます。 

（５）発
はっ

表
ぴょう

が終
お

わったら，「わかりました」「同じです」「似ています」など，自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

で反応
はんのう

し，次
つぎ

の発表
はっぴょう

につなげます。 

（６）他
ほか

の人
ひと

が話
はなし

をしているときは，最後
さ い ご

までしっかり聞
き

いてから，自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を言
い

います。 

 

６ 学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

（忘
わす

れ物
もの

をなくすために！） 

（１）忘
わす

れ物
もの

がないように注
ちゅう

意
い

します。忘
わす

れ物
もの

があっても家
いえ

に取
と

りに帰
かえ

りません。 

（２）「連絡帳
れんらくちょう

」を必
かなら

ずおうちの人
ひと

に見
み

せます。 

（３）時
じ

間
かん

割
わり

と連
れん

絡
らく

帳
ちょう

の両
りょう

方
ほう

を見
み

て，次
つぎ

の日
ひ

の準
じゅん

備
び

をします。 

（４）「筆箱
ふでばこ

の中身
な か み

」を整
ととの

えます。※かわいいキャラクターものより，使
つか

いやすいものをおすすめしま

す。 

  ・えんぴつ５本
ほん

ぐらい（よくといだもの）→短
みじか

すぎないようにします。 

  ・赤
あか

えんぴつ・青
あお

えんぴつ（各学年
かくがくねん

に応
おう

じてボールペン可
か

） 

  ・消
け

しゴム（よく消
き

えるもの） 

  ・定規
じょうぎ

（線
せん

が引
ひ

きやすいもの，長
なが

さが測
はか

りやすいもの） 

  ・シャープペンは原則
げんそく

として使用
し よ う

しません。 

 

７ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

の時間
じ か ん

 

（１）低学年
ていがくねん

･･･３０分
ぷん

  中学年
ちゅうがくねん

･･･１時間
じかん

  高学年
こうがくねん

･･･１時間
じかん

３０分
ぷん

 

 

 

 

 



 

   

１ 給食
きゅうしょく

時
じ

の衛生
えいせい

について 

（１）配
はい

膳
ぜん

時
じ

には，給
きゅう

食
しょく

着
ぎ

を身
み

につけ，マスクを着
ちゃく

用
よう

します。 

（２）給食
きゅうしょく

着
ぎ

･歯
は

ブラシ･コップは週
しゅう

末
まつ

に持
も

ち帰
かえ

り，きれいに洗
あら

って月
げつ

曜
よう

日
び

に持
も

ってきます 

（歯
は

ブラシコップ入
い

れを準備
じゅんび

します。袋
ふくろ

は布製
ぬのせい

です。） 

 

２ 飲
の

み物
もの

の持
じ

参
さん

について 

 （１）お茶
ちゃ

は衛生面
えいせいめん

の理由から，水筒
すいとう

に入
い

れて持
も

ってきます。 

 

３ 薬
くすり

の持参
じ さ ん

について 

 （１）薬
くすり

を持
も

ってきたときは先
せん

生
せい

に伝
つた

えます。 

 （２）薬
くすり

の貸
か

し借
か

りはしません。 

 

４ 冬場
ふゆば

の服装
ふくそう

について 

（１）厚手
あ つ で

のジャンバーは室内
しつない

では脱
ぬ

ぎます。（上手
じょうず

に重
かさ

ね着
ぎ

をしましょう。） 

（２）手
て

袋
ぶくろ

･マフラー･ネックウォーマー・耳
みみ

当
あ

てが着用
ちゃくよう

可
か

です。 

（安全
あんぜん

に活動
かつどう

できるような服装
ふくそう

をおうちの人
ひと

と一緒
いっしょ

に考
かんが

えましょう。） 

（３）フードのある服
ふく

は着
き

てもいいですが，かぶって活動
かつどう

しないようにしましょう。 

（４）カイロは持
も

ってきてもいいですが出
だ

してはいけません。（学校
がっこう

のゴミ箱
ばこ

に捨
す

てません。） 

 

５ 持
も

ち物
もの

について 

（１）学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないものは，持
も

ってきてはいけません。 

（２）ランドセルには，防犯
ぼうはん

ブザー・防犯
ぼうはん

笛
ぶえ

・反射材
はんしゃざい

等
とう

だけを付
つ

けます。（けが防止
ぼうし

のため） 

（３）家庭
かてい

学習
がくしゅう

で使
つか

う学習
がくしゅう

用具
ようぐ

は持
も

ち帰
かえ

ります。そのほかの教科書
きょうかしょ

は，学校
がっこう

で保管
ほかん

します。 

 
 

学校
がっこう

で気持
き も

ち良
よ

く生
せい

活
かつ

するためのきまりです。よく読
よ

んで，毎日
まいにち

の生活
せいかつ

に生
い

かしましょう。 


